
★山梨県入試出題内容別・形式別傾向分析（過去4年間）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

漢字を学ぼう ● ● ● ●
熟語を学ぼう ● ● ● ●
語句を学ぼう ● ●
文脈で語句の意味を考えよう ● ● ●
展開をとらえよう ●
心情をとらえよう ● ● ●
行動の理由・人物像をとらえよう ● ●
文章中の表現を味わおう ● ● ● ●
話題・情報をとらえよう ● ●
指示語・接続語をとらえよう ● ●
文章を解釈しよう ● ●
理由をとらえよう ●
段落構成をとらえよう ●
要旨をとらえよう ● ● ● ●
古文のかなづかい・古語を学ぼう ● ●
古文の会話・主語をとらえよう

古文の展開をとらえよう ● ● ● ●
漢文・漢詩を味わおう ● ● ● ●
詩・短歌を味わおう

和歌・俳句を味わおう ●
文の組み立てを知ろう

自立語を学ぼう

付属語を学ぼう

敬語を使いこなそう ●
グラフ・図表を読み取ろう

話し合いをとらえよう ● ● ● ●
伝え方の工夫を学ぼう ●
課題作文を書こう ● ● ● ●
★聞き取り問題

大問数 5 5 5 5
小問数 33 33 33 32

記号解答 10 9 9 10

記述式解答（漢字の読み書きも含む） 23 24 24 22

● ●

● ●

■表現・話し合いに関する問題の対策

例年通り大問2では，表現に関する出題がなされている。本年度は「防災につ
いて私たちができること」というテーマでの調べ学習の話し合いの様子をもと
に，発言の特徴や役割などが問われた。類似の表現問題に取り組み，形式など
に慣れておきたい。

■複数資料の読み取り問題の対策

文
法

複数の文章や資料を関連させて，比較したり共通する内容を読み取ったりする
形式の問題が出題されるのも本県の特徴である。本年度は，古文では「徒然
草」から２つの文章が，論説文では本文と別の文章が出された。このような問
題に慣れるために，類題や過去問を多く経験しておきたい。
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大問1　言語事項・漢詩　李白「峨眉山月歌」
大問2　表現・話し合い
大問3　随筆　沢木耕太郎「飛び立つ季節　旅のつばくろ」
大問4　古文　兼好法師「徒然草」
大問5　論説文　小川仁志「公共性主義とは何か　<である>哲学から<する>哲学へ」
　　　　　　 　 細川英雄「対話をデザインする―伝わるとはどういうことか」

例年通りの大問5題構成。字数はあまり多くないが，表現，随筆，論説文，古文と幅広い分野
の大問からそれぞれ記述問題が出題されている。また，昨年と同様に本文の内容と自分の経験
を踏まえた課題作文が論説文の大問内で出されている。
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